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鶏アデノウイルス（FAdV）はアデノウイルス

科アビデノウイルス属に属するエンベロープを

有さない二本鎖 DNA ウイルスである。FAdV はそ

の抗原性に基づいて分類され、現在 11の血清型

が知られている（２）。これらの 11の血清型は、

遺伝学的特徴を基に５つの亜型（FAdV A-E）に

分類されている（14,21）。それらは、世界中の

家禽農場に浸潤し（８,13,16,17,22）、介卵感

染や糞便等を介した水平感染で伝播する（２）。

FAdV 感染によって筋胃びらん（GE）や封入体肝

炎等が引き起こされる（２,３,36）。GE はブロ

イラーで多発し、様々な国の食鳥処理場でしば

しば確認されており（20,26,28,29）、幼雛での

発生により死亡羽数が増加する場合もある（1）。 

GE の症例の多くで、FAdV 血清型 1（FAdV-1）が

分離されている（20,26,28,29）。FAdV対策とし

ては、国内においてワクチンは市販されておら

ず、消毒等の衛生管理で対応する必要がある。

また、FAdV は乾燥、光、アルカリ、酸、各種消

毒薬に対する抵抗性が強く、室温で６か月間生

存するとの報告もある一方、市販消毒薬の効果

に関する報告は限られている（32）。今回、県

内の食鳥処理場で頻発する筋胃廃棄の原因究明

を行うとともに、筋胃由来の鶏アデノウイルス

（FAdV）に対する各種市販消毒薬の効果につい

て検証を行った。 

 

１ 材料および方法 

（１） 筋胃廃棄の原因調査 

平成 28年２月～８月において、食鳥検査で

廃棄された６農場（A～F）の筋胃計 87検体に

ついて、HE 染色による病理組織学的検査およ

び CK細胞を用いたウイルス分離検査を実施し

た。 

（２） 実験室内での消毒効果検証 

６系統の薬剤（アルデヒド、逆性石鹸、ヨ

ード剤、塩素剤、オルソ剤、消石灰）につい

て高濃度区と低濃度区を表－１のとおり設定

し、これらと筋胃びらん（GE）由来 FAdV1 型

（FAdV-1）６株を各々180μL と 20μL で混合

し、20℃で１時間感作後、CK 細胞を用いて感

染力価を測定した。 

 
また、有機物の影響を調べるために消毒薬に

鶏糞を１%および 0.1%添加した試験区、低温環

境の影響を調べるために感作温度４℃の試験

区をそれぞれ設定し、D 農場由来 FAdV-1

（NS/TS3-01/2016 株）を用いて、同様に試験

を行った。 

（３） 農場での消毒効果検証 

平成 27 年 12 月～平成 29 年５月において、

筋胃廃棄が継続する１ブロイラー農場（D 農

場）について、空舎期間ごとに、逆性石鹸（500

倍希釈）と消石灰(10 倍希釈)、あるいはアル

デヒド（500 倍希釈）と消石灰（10 倍希釈）

で鶏舎内外の消毒を行い、筋胃廃棄数の推移

を観察するとともに、長崎地方気象台の気温

データを基に環境温度の影響について検証を

行った。 
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２ 成績 

（１） 筋胃廃棄の原因調査 

すべて農場の検体で核内封入体を伴う筋胃

炎が認められ、FAdV-1が分離された（図－１）。 

 
（２） 実験室内での消毒効果検証 

アルデヒドと消石灰は濃度にかかわらず全

供試株で有効で、最大 107TCID50以上のウイル

スを 1 時間で検出限界以下まで減少させた。

ヨードと塩素は、高濃度であれば一定の効果

を認められたが、完全にウイルスを死滅でき

ない場合もあった（図―２）。 

 
 

また、アルデヒドと消石灰は、有機物存在下

でも低濃度ですべての供試株を検出限界以下

まで減少させたが、ヨードと塩素は鶏糞濃度

が上がるほど消毒効果は低下した（図－３）。 

 

 

さらに、低温環境下では、消石灰は濃度に関

わらず高い有効性を維持したが、アルデヒド

の低濃度区では、効果が減弱した（図－４）。 

 
 

（３） 農場での消毒効果検証 

逆性石鹸と消石灰での消毒後に導入された

鶏群では筋胃廃棄が継続した。3回転連続でア

ルデヒドと消石灰で消毒すると発生がなくな

った（図－５）。また、寒冷期にはアルデヒ

ドと消石灰の効果が減弱傾向にあった。 
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３ まとめおよび考察 

今回調査した６農場の廃棄原因は主に FAdV-1

による GEであったことから、本県での筋胃廃棄

の主因は FAdVの感染であり、FAdVの感染を防げ

れば、多くの農場で被害を減らせると考えられ

た。 

実験室内での消毒検証試験では、アルデヒド

と消石灰は、有機物の存在下でも最大 1 千万個

以上の FAdVを１時間で死滅させたが、アルデヒ

ドでは低濃度だと低温環境下で効果が減弱した。

ヨードや塩素は、高濃度であれば効果が認めら

れたが、低濃度や有機物の存在下では効果が減

弱した。したがって、鶏舎消毒にアルデヒドと

消石灰を用いることで、発生後のウイルス常在

化防止が期待できると考えられた。 

GE 継続発生農場の消毒検証試験では、逆性石

鹸と消石灰では、GEの継続発生を防げなかった。

しかし、アルデヒドと消石灰を併用した消毒を 3

回転連続で行ったところ、発生が認められなく

なった。これは、消石灰を塗布していない器具

類を介した FAdVの感染連鎖が疑われ、清浄化の

ためには、有効な液状消毒薬を併用した消毒を

数回転継続することが重要と考えられた。なお、

寒冷期のアルデヒドの効果減弱は、実験室内検

査の結果を支持する成績となった。 

 今回の調査成績を系列の親会社に説明し、対

策法を指導した結果、平成 29年１月以前と以降

で、発生農場数は大きく変わらないものの、筋

胃廃棄個数も半分以下に減少した（図－６）。 

 
 

これは、規模の大きな農場での連続発生がなく

なったためと推察された。さらに、この指導後、

２回転以上の連続発生は県内で１例も確認され

ていない。 

 わが国の GE から分離された FAdV-1 は遺伝的

に非常に近縁であり、薬剤感受性も近い可能性

が高く、本知見は国内の多くの養鶏場における

GE 対策に有効であり、鶏舎内の常在化防止のほ

か、外部からのウイルス侵入防止対策や種鶏場

における介卵感染対策等幅広く応用可能で、今

後の FAdVによる被害に資することが期待される。

発表を終えるにあたり、データの取りまとめ等

について数多くのご助言を頂いた、動物衛生研

究部門の真瀬昌司領域長に深謝する。 
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